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成果を一体化し、政策形成の実務にむすびつけるために
2015年度には、事業開始後3年を経て、事業の各サブプロ

グラムの評価及び事業全体の評価が行われた。ここでは、事
業全体に対する高い評価が与えられるとともに、個々の研究
成果や人的ネットワークが構築されているものの、これらを
システムとして一体化し現実の政策実務に適用することが課
題である旨が指摘された。また、政策形成への貢献、多様性
や長期的視点の重要性等が指摘されている。

これを受け、推進委員会は、①事業全体のガバナンスの再
設計（推進委員会の助言機能と統括機能の分離）、②SciREX
センターを中心とした拠点間・機関間連携、公募型研究開発
プログラムの推進、③コア・カリキュラムの確立等を内容と
するアクションプランを策定した。

現実の政策形成プロセスへの貢献
政策課題対応型調査研究等により、政府研究開発投資の経

済成長及び全要素生産性（TFP）への寄与に関する分析を行
い、「財政制度等審議会の『財政計画等に関する建議』に対す
る文部科学省としての考え方」の参考資料として活用された
他、平成 27年版科学技術白書に引用された。また、複数の
経済モデルによる政府研究開発投資の経済効果や情報技術の
実現の経済社会的影響などの分析結果を提供し、第５期科学
技術基本計画の検討に活用されている。その他、公募型研究
開発プログラムで支援した対話型パブリックコメント手法が
「夢ビジョン」の課題発掘に活用されている。

人材育成・人的ネットワークの構築
基盤的研究・人材育成拠点の修了生が出始めたところであ

り、官公庁やマスメディアに就職し、今後の活躍が見込まれ
る。また、公募型研究開発プログラムや拠点を経験した研究
者が、継続して関係する分野の研究機関に就職する例も見ら
れるなど、人的なネットワークの深化が認められる。
SciREXに関係する経営学、政治学、科学計量学、科学技術

政策論等の専門家が、文部科学省総合政策特別委員会や総合
科学技術会議基本計画専門調査会における第５期科学技術基
本計画の検討に多数参画している。

「政策形成」と「政策の科学」の共進化に向けて
「科学技術イノベーション政策の科学」の構想からの５年

余りを経て、政策担当者と研究者は思考様式や時間軸が大き
く異なるものの、お互いの違いに関する理解は進んできた。
SciREX センターでは、中堅クラスの現役行政官がポストを
超えて、各プロジェクトの課題設定、関係者へのアクセス、
アウトリーチ等を支援する政策リエゾン・ネットワークを発
足させた。また、若い世代を中心に、行政府自らが独占的に
政策形成をするというモデルから、多くのステークホルダー
をインボルブしながら政策形成をしていくという、新たな動
きもある。

SciREX のこれまで取組は、現実の政策への貢献という
面から更なる努力も必要であり、また、学術的にも理論的
基礎を追求する必要がある。SciREX は、NISTEP、CRDS、
RIETI ＊ 5 、ESRI ＊ 6 等のシンクタンクやアカデミーとともに、
新たな政策形成プロセスの一翼を担う重要な役割を負ってい
る。政策担当者と研究者が違いを理解しつつ、相互に敬意を
持って進めていくことが重要であると考える。

赤池 伸一（あかいけ しんいち）
文部科学省科学技術・学術政策局企画
評価課分析官
1992年科学技術庁入庁、文部科学省、
在スウェーデン日本国大使館、内閣府、
JST・CRDS、一橋大学イノベーション
研究センター等に勤務。学術博士。
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SciREX センターは、科学技術イノベーション政策に資す
る方法論を開発するとともに、SciREX 事業の成果を集約し
政策現場へつなげる場として、2014年8月に創設された。ま
た同時に政策実務者、研究者、産業界、その他様々なステー
クホルダーから課題を見つけ出し、それに対応した研究を行
うことで、政策研究と政策形成の両者を結びつける「架橋」
としての役割を担っている。

アカデミアの知見と政策現場のニーズをつなぐ
SciREX センターでは、実際の政策ニーズや問題意識から

政策課題を特定し、研究プロジェクトを立ち上げる。特定さ
れた政策課題は、「政策デザイン」、「政策分析・影響評価」、
「政策形成プロセス実践」という３つのアプローチから分
析・研究される。

各研究プロジェクトには、自然科学から人文・社会科学ま
で幅広い分野の研究者が参加し、各々の知見を融合させるこ
とで政策課題の解決を目指している。また、現役の政策実務
者からなる「政策リエゾン・ネットワーク」を作り、そのメン
バーが研究プロジェクトに参加することで、実際の政策ニー
ズとマッチした解決策へとつなぐことを目指している。

政策研究と政策形成を結ぶプラットフォームへ向けて
SciREX センターの取組・研究の成果は、既に実際の政策

形成にも活用され始めている。例えば、政府開発投資の経済
効果や政策マネジメントシステムと指標のあり方などについ
ての検討結果などが第5期科学技術基本計画の検討に活用さ
れている。この他、科学技術外交や北極圏問題といった国家
が戦略的に取り組むべき新たな課題について、様々なステー
クホルダーを集め議論を行い、その結果を実際の政策につな
げている。

また、SciREX 事業全体の取組みや成果を発信するため、
「SciREXセミナー」を開催している。本セミナーは、政策実務
者が参加しやすいように霞ヶ関のカフェを会場としており、
リラックスした雰囲気の中で意見交換、ネットワーク作りが
できるところに特徴がある。

この度、アウトリーチ活動の一環として、本誌（SciREX 
Quarterly）を発行することとなった。本誌が行政、アカデ
ミア、市民などの間の議論を活発にし、「政策のための科学」
に携わる多くの人を結びつけるメディアとなることを目指し
ていく。

（文責：SciREXセンター事務局）

SciREX Center
～政策と科学の架橋として～

SciREX Center紹介

政策現場・様々な活動を集約
・実践的研究プロジェクト

公募型
研究開発

データ・情報
基盤整備

基盤的研究・
人材育成 ワーキングペーパー

政策提言
アウトリーチ

関連研究

政策課題対応型
調査研究

問題意識
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政策研究大学院大学（GRIPS）は、民主的統治を担う内外の
指導者、政策プロフェッショナルの養成を目的として、1997
年に設立された国立の大学院大学である。開学当初より科学
技術イノベーション政策を人材養成の柱の一つとしており、
2012年以降、SciREX事業の基盤的研究・人材育成拠点の総
合拠点として、6大学5拠点（GRIPS、東京大学、一橋大学、
大阪大学、京都大学、九州大学）間の連携協力をリードしつ
つ、科学技術イノベーション政策を専門とする我が国唯一の
学位プログラムを含む多様な教育研究プログラムを実施して
いる。

科学的なアプローチに基づくSTI 政策のために
本学の教育プログラムでは、プロフェッショナルとして客

観的根拠（エビデンス）に基づき STI 政策の形成・実施を担
う人材及び専門の研究人材を育成するため、①科学的なアプ
ローチに基づく政策研究能力、及び②政策の企画、実行、評
価、修正を行う能力という2種類の能力を身につけることが
できるカリキュラムを組んでいる。このため、海外からの招
へい教員を含む一線級の教授陣を揃えるとともに、NISTEP、
JST・CRDS、RIETIなどとも連携している。

国際的感覚と実践的マネジメント能力の養成
学位プログラムのうち、博士課程プログラムは、現役行

政官・実務者や研究職志望者を対象とし、1年間の集中的な
コースワークと2年間の博士論文作成から構成される。修士
課程は、主として現役行政官・実務者を対象とし、1年間の
コースワークと半年間のポリシーペーパー（政策提言）の
作成からなる。博士課程プログラムには内外の行政機関から
派遣された現役実務家も入学しており、英語での講義を通じ
て、国際的感覚と実践的マネジメント能力を身につけること
ができる。学生の派遣元は、文部科学省、経済産業省、厚生
労働省等の中央省庁、JST、宇宙航空研究開発機構等の政策
実施機関、さらにタイ、ベトナム、インドネシア、アメリ
カ、エジプト、台湾など多岐にわたっている。この他、現役
行政官・実務者を対象とした短期研修も実施しており、近年
では、大学・研究機関の研究力の分析と戦略立案能力向上を
目的としたセミナーや民間企業の幹部と本学の留学生が交流
するワークショップなども開催している。
今後もこれらの取組を充実・発展させつつ、SciREX 人材

育成事業の総合拠点として、実践的な政策プロフェッショナ
ルの育成に向けた取組を進めていくこととしている。

（文責：GIST事務局）

※次回以降も基盤的研究・人材育成拠点大学を紹介してまいります。

実践的な科学技術イノベーション政策（STI政策）のプロフェッショナルの育成を目指して

政策研究大学院大学 
科学技術イノベーション政策プログラム（GIST）

シリーズ 基盤的研究・人材育成拠点紹介　Vol. 1
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将来の変化を見据えての経済・社会的課題の解決と科学技術
イノベーション基盤の強化
今回の基本計画（右図参照）では、課題解決と科学技術イ

ノベーションの基盤の強化をより強く指向するものとなっ
た。特に、情報通信技術の発展による「超スマート社会」の
実現やオープンイノベーションの推進など、従来と異なる社
会や経済のあり方を見据えた取組が求められている。その一
方、我が国の研究力や人材、大学や研究機関の現状に対する
危機意識が明確に提示され、これらに対する改革をより一層
推進するとある。

主要指標と達成目標の設定
また、同計画においてこれまでと大きく異なる点は、主要

指標と達成目標を設定し、進捗を把握していくという点であ
る。この指標・目標値による政策のマネジメントについて
は、SciREX センターにおいても検討会を開催し提言を出し
ているが、各関係府省の連携、関係者間の政策実装までのス
トーリーの共有、実務と連動した負荷の少ない情報共有・モ
ニタリング体制の構築、データの相互接続や情報インフラの
整備など多くの課題があり、実効性の確保とマネジメント体
制の確立に向けて、SciREX コミュニティが貢献できる部分
も大きいと想定される。

政策当局との連携・相互理解を通じた実践的政策研究の推進
この他にも同計画では、大学や国立研究開発法人などの科

学技術イノベーションの推進機能の強化、多様なステークホ
ルダー間の共創の推進など、これまで SciREX が取り組んで
来た課題と関係する課題群が提示されており、蓄積された知
見やデータを活用しつつ SciREX コミュニティが課題解決や
政策立案に貢献することが期待される。また政策側の問題意
識から新たな研究課題が提示されることも想定される。この
ため SciREX センターとしてもこのような連携・相互理解を
促進する機能を今後果たしていくことが重要であると考えて
いる。

＜第５期科学技術基本計画の構成と主な内容＞
第１章 基本的考え方
・ 社会・経済の構造が大きく変化する「大変革時代」と
いう認識
第２章  未来の産業創造と社会変革に向けた

新たな価値創出の取組
・「超スマート社会」の実現（Society 5.0）
第３章 経済・社会的課題への対応
・ 13 の重要政策課題の提示と研究開発から社会実装ま
での取組の推進
第４章  科学技術イノベーションの基盤的な力の強化
・人材力、知の基盤強化と資金改革
第５章  イノベーション創出に向けた人材、知、資金の

好循環システムの構築
・ オープンイノベーションの推進、中小・ベンチャー企
業支援、知財・標準化の戦略的活用、等
第６章  科学技術イノベーションと社会との関係深化
・ 多様なステークホルダーとの対話と協働による共創
第７章  科学技術イノベーションの推進機能の強化
・ 大学・国立研究開発法人の改革と機能強化、司令塔機
能強化

小山田 和仁（おやまだ かずひと）
政策研究大学院大学 SciREX センター専門職、政策デザイン領域プログ
ラムマネージャー補佐
専門は、科学技術政策。科学技術政策に関する若手ネットワーク「サイ
エンス・トークス」の委員も務める。

第5期科学技術基本計画とSciREXに期待されるもの

SciREX Column

この度閣議決定された第5期科学技術基本計画は、2016年度から5年間の日本の科学技術イノベーション政策を方向づけ
るものである。第 1期から通算 20年間にわたって様々な取組がなされてきたが、今回の計画はこれまでと一線を画すものと
なっている。ここでは同計画の概要を紹介するとともに、SciREXに期待される役割について述べる。

08


